
８月7日に東海三県のみどりの少年団員47名が一同に集い、「第４9回東海地区みどりの少年団（隊）サ

マージャンボリー」を愛知県豊田市の「愛知県緑化センター」で開催しました。岐阜県からは、海津市みどりの

少年団、揖斐川町の北方小学校みどりの少年団、高山市の本郷小学校みどりの少年団の３少年団2３名が参

加しました。

日帰りの日程で開催され、全体を２班に分けて、午前と午後交互に「自然観察ラリー」と「楽しく学ぼう紙のリ

サイクル」を行いました。

自然観察ラリーでは、本館周辺で気に入った樹木の葉や枝などを採取しました。室内に持ち帰り、器に並べ

て水に浸し、そこにモリゾーやキッコロの小さい置物も一緒に置いて「「水のある風景づくり」に取り組みました。

完成した作品はみんなで鑑賞して自由に感想を述べ合いました。

また、楽しく学ぼう紙のリサイクルでは、紙のリサイクルについてのお話しを聞いたあと、古紙を使った「手す

きはがきづくり」を体験し、資源の適切なリサイクルのための分別や資源の活用について学びました。

日帰りのため活動は限られた時間でしたが、体験を通じて団員同士はすぐに仲良くなり、絆や交流も深まり、

夏休みの良い思い出になったと思います。
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